
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

見つけよう守りたいびわ湖 ～わたしたちがびわ湖にできること～ 
 
 ５月１１日(木)１２日(金)にびわ湖フローティングスクールがありました。本年度は、

新型コロナウイルス感染症の対応が見直され、令和元年度以来、４年ぶりに宿泊での航海

となりました。５年生の子どもたちは、“うみのこ”に乗るのは、もちろん初めてで、少し

緊張気味でしたが、「見つけよう 守りたいびわ湖 ～わたしたちがびわ湖にできること～」

をテーマに、航海に臨みました。 

 開校式で、２日間の航海にあたり、私から３つの“かん”について話をしました。 
 
１つ目の“かん”は、感（かん）じる。 

「びわ湖は、私たちの生活を支えている大切な環境です。そんなびわ湖を目で見て、 

耳で聞いて、肌で感じて、そのよさやすばらしさを体感してください。」 

２つ目の“かん”は、考（かんが）える。 

「日本一のびわ湖の環境を守るために、みなさんができることを考えてください。」 

３つ目の“かん”は、関（かん）→ 関（かか）わり。 

「笠縫小学校の人との偶然の出会い、人との関わりを大切に協力して活動してください。」 
 
 この２日間、とてもよい天候に恵まれました。子どもたちは、琵琶湖の自然を体感し、

新しい発見や貴重な体験をして、琵琶湖の偉大さやよさを感じ、琵琶湖を守っていくため

に自分なりにできることを考えることができました。そして、たまたま一緒に活動するこ

とになった笠縫小学校の人たちとも積極的に関わり、協力して活動することができました。 
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児童数 ５０２名 
 

〈学校教育目標〉 仲間とともに 全力で学び、活動する治西っ子の育成 

○は  はきはき話し、こつこつ学ぶ子  ○る  ルールを守り、元気にあいさつする子 

  ○に  にこにこ笑顔で、仲良く活動する子  ○し  しんじ合い、互いに助け合う子 

かけはし 
栗東市立治田西小学校 学校だより 

出航前の「うみのこ」です。 
長さ約６５ｍ、幅１２ｍ、高さ約２１ｍ 

担当の子どもたちがどらを鳴らして 10:00 
浜大津港を出港しました。 



 

 

長浜タウンウォークラリー 
 １日目午後の活動は「長浜タウンウォー

クラリー」でした。班の友だちと協力して道

をさがし、問題を解きながら長浜のまちを

歩きました。長浜は豊臣秀吉（羽柴秀吉）が

開いた城下町で、現在は外国人の方も多く

訪れ、観光地の一つとして賑わっています。

チェックポイントの一つ長浜城をバックに

班ごとに写真を撮りました。 
 

展望活動 
 １日目は、南湖と多景島、２日目は、沖の白石と沖島を甲板や食堂から展望しました。 

 

 琵琶湖には４つの島が浮かんでいます。竹生島・多景島・沖の白石・沖島です。今回は

４つのうち竹生島以外を展望することができました。この４つの島の中で、沖島だけ人が

住んでいます。人口は２７０人程度で、小学校もあります。沖島展望の際、沖島小学校の

子どもたちが色とりどりの旗を振ってくれました。 
 

びわこ環境学習 
 ２日目は、びわこ環境学習を行いました。「びわこの水の透視度調査」や「ヨシの活用」

「プランクトン・魚・湖底の観察・びわこの漁業」について学習しました。 

 

 

 

 学習のまとめでは、学んだことや知ったこと、気づいたことから自分たちのできること

について考えました。「びわ湖にごみを捨てない」「ポイ捨てをしない」など、当たり前の

ことですが、この小さな積み重ねが琵琶湖の環境を守っていくことにつながります。この

フローティングスクールをきっかけに、身近な琵琶湖や自分たちの生活を振り返り、琵琶

湖を含めて環境を守っていくためにできることを考え、実行できることを期待しています。 

多景島 

沖の白石 

沖島 

びわ湖にとって大切な“ヨシ”を
活用して作ったヨシペンで絵や言
葉などを書きました 

びわ湖の水の透視度を調べました。
南湖の水は４０年前と比べてずいぶ
んときれいになりました。 

顕微鏡でプランクトンを観察しま
した。タブレットでプランクトン
の名前を調べています。 

校長 杉田 信一 


